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会 議 次 第 

１ 開  会  

２ あいさつ  

３ 委員紹介  

４ 経過報告及び選考手順  

・久喜市の花・木の決定（公表）の流れ  

・市民アンケート結果について  

・選考基準  

・選考手順   

５ 市の花・木の選考  

 (1) 第１次選考 

 (2) 第２次選考 

 (3) 選考結果の確認 

６ そ の 他 

７ 閉  会  

配 布 資 料 

・資料１ 久喜市の花・木選考会議 委員名簿  

・資料２ 久喜市の花・木の決定（公表）の流れ  

・資料３ 久喜市の花・木・歌のイメージ市民アンケート

ちらし 

・資料４ 久喜市の花 市民アンケート集計結果 

・資料５ 久喜市の木 市民アンケート集計結果 

・資料６ 久喜市の花・木 選考基準  

・資料７ 久喜市の花・木 選考手順  

・資料８ 旧１市３町の花・木 

 

 

 

 

 



 １ 

久喜市の花・木選考会議 会議録 

 

発言者 会 議 の て ん 末 ・ 概 要 

小山委員 

牧副市長 

田中市長 

 

佐藤委員 

 

小山委員 

 

 

市民アンケートの投票数が３７１と少ない中で進めてよいものか。 

数は少ないが、アンケートにある程度の傾向がでていると思う。 

市民アンケートに欠けている部分を補完するため、専門的な見地から

の意見を伺いたい。 
選考基準について、選考の際、この基準に対しての点数を集計して決定

するというのもひとつの方法ではないか。 

木については３０年から５０年、森については１００年先を見据えて

植栽するものである。先のことを考えて選考するべきである。 

木は虫のつきやすいもの、病気になりやすいものは避けるべきであ

る。欧州では、ほとんど農薬は使用せず、虫や病気等の少ないものを選

んで植栽している。 

【第１次選

考】 

 

 協議をする種を絞り込むため、市民アンケートで寄せられた花・木の

中から、久喜市の花・木にふさわしいと思う種を、委員がそれぞれ３種

以内で投票する。 

 

■第１次選考結果（花） 

順位 名称 合計 

1 コスモス 6 

2 ナノハナ 5 

3 ラベンダー 4 

4 ナシノハナ 4 

5 アヤメ 4 

6 レンゲソウ 3 

7 サクラ 1 

8 ハナショウブ 1 

9 ツバキ 1 

    29 

 

■第１次結果選考（木） 

順位 名称 合計 

1 イチョウ 9 

2 ケヤキ 7 

3 サクラ 5 

4 ナシ 3 

5 クスノキ 3 

6 カシ 2 

7 シイ 1 

    30 
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発言者 会 議 の て ん 末 ・ 概 要 

 

柚木委員 

 

 

 

 

市長 

 

総務部長 

 

事務局 

 

柚木委員 

 

 

牧副市長 

 

 

小山委員 

 

石坂委員 

 

石坂委員 

高山委員 

 

 

 

 

 

岸議長 

 

吉田教育長 

 

小山委員 

 

【花について】 

市民アンケートの回答には外来植物がある。外来植物は、虫がつかな

い、丈夫という利点もあるが、生物多様性の観点から考えると、ただき

れいだからというのは、行政の姿勢としては避けるべきではないか。古

来より自生している野草を押しのけてしまう懸念があることも選考にあ

たって考慮すべき。 

外来生物法の規制対象となっている特定外来生物は避けるべきである

と考えているが、それも含めて委員の皆様にご議論いただきたい。 

特定外来生物に該当するかどうかの問題であると思う。該当しなけれ

ばよいのではないか。 

市民アンケートで回答された種の中には、外来生物法による特定外来

生物に該当する種はない。 

コスモス、ラベンダー等は旧町の花に制定されていたこともあり、ア

ンケートを行う際、地区間の票の獲得競争になってしまう懸念があるの

では。 

そのようなことも考えられるが、各地区でお祭りやイベントとして親

しまれている花であるので、コスモスやラベンダーを除くのもどうかと

考えている。 

アヤメとハナショウブについて、市民アンケートでの意見では区別が

ついているのか疑問である。 

ハナショウブは、品種改良したもので、何百種もの品種があり特定は

難しい。アヤメ、ハナショウブは区別がつきにくい。 

心情的にナシノハナが出ているのは理解できる。 

市の花として推進していくために、普遍性のある種にした方がよい。 

ラベンダー、コスモスの普及には、携わった方の多大な努力と苦労が

あったようである。久喜市内にしかないものではないので、悩ましいと

ころであるが、ある程度の妥協というのも必要ではないか。 

 

【木について】 

イチョウ、ケヤキは、久喜市内の様々な場所でみることができ、馴染

みが深いと思う。 

ケヤキは県の木となっている。また、他の県内自治体でも木に指定し

ている自治体があるようだが、問題はないか。 

その土地で手入れが要らず、自生できる木が、その土地にふさわしい

木である。他の自治体で指定されていてもかまわないと思う。一方、ナ

シは手入れをする必要があり大変である。サクラは消毒され、切られて

いる。ヤマザクラならいいのだが。 

市の木は、たくさん植えなくても、例えば各地区に１本ずつ、これは

すごいと思えるような木に育っていくようなものがよいと思う。 

久喜市の木としては、久喜市の気候風土に合った、手入れをしなくて

も育つ、年を経れば経るほど大きく育つものが理想である。木が久喜市

を好きな（気候風土に合う）種を選ぶべき。 

埼玉県の気候風土に合う木は、特にシラカシ、シイ、スダジイ、クス

ノキである。 
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発言者 会 議 の て ん 末 ・ 概 要 

【第２次選

考】 

第２回市民アンケートに付す花、木をそれぞれ５種選考するため、委

員１人３種以内、順位別（１位３点、２位２点、３位１点）として、第

１次選考された花・木の中から、久喜市の花・木にふさわしいと思う種

を投票する。 

 

■第２次選考結果（花） 
 

順位 名称 合計 

1 ナノハナ 13 

2 コスモス 10 

3 アヤメ 8 

4 レンゲソウ 8 

5 ラベンダー 7 

6 ハナショウブ 5 

7 ナシノハナ 4 

8 サクラ 2 

9 ツバキ 2 

    59 

 

■第２次選考結果（木） 
 

順位 名称 合計 

1 ケヤキ 25 

2 イチョウ 20 

3 クスノキ 8 

4 カシ 5 

5 サクラ 1 

6 ナシ 0 

7 シイ 0 

    59 

 

 

選考結果の

確認 

第２次選考の結果を踏まえ、本会議にて選考する久喜市の花、木の候

補について、次のとおり確認する。なお、カシについては、久喜市に生

息しているのはシラカシが一般的であるが、市民にわかりやすい表記と

して、カシノキと表記することを確認する。 

 

■選考された花の候補 

  ナノハナ、コスモス、アヤメ、レンゲソウ、ラベンダー 

■選考された木の候補 

ケヤキ、イチョウ、クスノキ、カシノキ、サクラ 

 


